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2017年3月期　 第2四半期決算短信〔 日本基準〕 （ 非連結）

東レ イ ン タ ーナショ ナル株式会社 上　 場　 区　 分　 ： 　 非上場

URL ht t p: //www. t or ay-i nt l . co. j p

（ 役職名） 代表取締役社長　 （ 氏名） 三木　 章行

（ 役職名） 経営企画管理部長 （ 氏名） 榎本　 浩二 TEL　 ０ ３ （ ３ ２ ４ ５ ） ５ ８ １ ４

（ 百万円未満四捨五入）

（ 1） 経営成績（ 累計） （ ％表示は、 対前年同四半期増減率）

　

　

（ 2） 財政状態

　  

（ 参考） 自己資本　 　 　 　 　 　 　 2017年3月期第2四半期 60, 173百万円   　 　 　 2016年3月期 56, 968百万円

２ ． 2017年3月期の業績予想（ 2016年4月1日～2017年3月31日）
（ ％表示は、 対前期増減率）

　

（ 注） 直近に公表さ れている業績予想から の修正の有無　 ： 　 有

※　 注記事項

（ 1） 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用　 ： 　 有

（ 2） 会計方針の変更・ 会計上の見積り の変更・ 修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う 会計方針の変更 ： 　 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 　 無

③ 会計上の見積り の変更 ： 　 無

④ 修正再表示 ： 　 無

（ 3） 発行済株式数（ 普通株式）

① 期末発行済株式数（ 自己株式を 含む）  2017年3月期2Q  2016年3月期

② 期末自己株式数  2017年3月期2Q  2016年3月期

③ 期中平均株式数（ 四半期累計）  2017年3月期2Q  2016年3月期2Q

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、 その他特記事項

　 　 本資料に掲載さ れている業績予想は、 本資料の発表日現在における将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成し たも のであり 、

　 実際の業績は、 今後種々の要因によっ て予想数値と 異なる場合があり ます。

2016年11月9日

会 社 名 ：

代 表 者 ：

問合せ先責任者：

１ ． 2017年3月期第2四半期の業績（ 2016年4月1日～2016年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％

2017年3月期第2四半期 257, 791 △7. 6% 4, 598 △16. 4% 5, 670 △14. 2% 4, 701

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

△6. 9%

2016年3月期第2四半期 278, 931 8. 0% 5, 500 17. 2% 6, 605 16. 4% 5, 048 30. 4%

円 銭 円 銭

1株当たり 潜在株式調整後

四半期純利益 １ 株当たり 四半期純利益

2016年3月期第2四半期 157, 726円 37銭 －

2017年3月期第2四半期 146, 892円 78銭 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2017年3月期第2四半期 176, 755 60, 173 34. 0%

2016年3月期 164, 379 56, 968 34. 7%

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

％ 円 銭

通　 期 574, 400 △3. 5% 10, 500 △16. 8% 11, 800 △18. 4% 8, 600 △14. 8%

32, 005株 32, 005株

－ －

32, 005株 32, 005株

268, 708円 1銭
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【当四半期決算に関する定性的情報】 

 

当第２四半期累計期間（２０１６年４月～９月）の世界経済は、中国や新興国の景気減速に加

え、英国のEU離脱問題等、先行きへの不透明感が増していますが、米国経済の堅調をはじめ、全

体としては緩やかな回復傾向が続きました。一方、日本経済は、雇用情勢の改善により個人消費

は底堅く推移したものの、企業の設備投資と輸出が伸び悩みました。また、円高による企業業績

への影響が懸念されます。 

このような事業環境の中、当社は２０１４年度から２０１６年度の３ヵ年を期間とする東レグ

ループ中期経営課題“プロジェクトＡＰ－Ｇ ２０１６”に基づき、「成長国・地域での事業拡大」

の一翼を担うメーカー商社として、グループ海外商事会社と一体となり、国内外の顧客やグルー

プ会社に向けて調達・販売活動を展開しております。また、トータルコスト競争力の更なる強化

に努める一方、縫製品など川下事業の強化にも取り組んでおります。 

当第２四半期累計期間の業績は、売上高 257,791百万円と前年同期比 -7.6%の減収、利益面で

は、営業利益は同 -16.4%減の 4,598百万円、経常利益は同 -14.2%減の5,670百万円、四半期純利

益は同 -6.9%減の 4,701百万円となりました。 

 

事業分野毎の状況は以下のとおりです。 

 

 

［衣料素材］ 

 衣料用ファイバーは秋冬物向けが低調に推移しました。テキスタイルは、輸出が低迷した他、

円高の影響を受けました。この結果、売上高は前年同期比 -2.8%減収の 32,643百万円となりまし

た。 

 

［繊維資材・物資］ 

 産業資材は、自動車用途、衛生材料用途、羊毛、及び皮革関連は堅調に推移しましたが、フィ

ルター用途、綿花は市況低迷により低調でした。この結果、売上高は前年同期比 -20.4%減収の 

20,594百万円となりました。 

 

［アパレル］ 

一部のスポーツ・カジュアル分野向けは堅調に推移しましたが、昨年の暖冬を主因とする受注

減の影響を受けました。この結果、売上高は前年同期比 -3.3%減収の 53,165百万円となりました。 

 

［樹脂・ケミカル］ 

 樹脂事業は、円高の影響で輸出が伸び悩みました。ケミカル事業は、円高、および市況低迷に

よる石化原料価格下落の影響を受けた他、ファインケミカルの販売が低迷しました。この結果、

売上高は前年同期比 -15.5%減収の 62,016百万円となりました。 
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［フィルム］ 

フィルム事業では、主力の液晶関連、ＩＴ関連用途向けは堅調でしたが、太陽電池用途が低調

に推移しました。この結果、売上高は前年同期比 -5.9%減収の 21,709百万円となりました。 

 

［複合材料・機材］ 

 複合材料事業では、航空機用途や産業用途は堅調でしたが、スポーツ用途が低調に推移したほ

か、円高の影響を受けました。機器販売は、グループ向けプロジェクトの輸出が堅調に推移しま

した。この結果、売上高は前年同期比 +1.6%増収の 46,162百万円となりました。 

 

［電子情報材料・水処理・環境］ 

 電子情報材料事業では、エレクトロコーティング剤などの販売が堅調に推移しました。水処理・

環境事業では、水処理膜の海外向け販売で苦戦しました。この結果、売上高は前年同期比 -4.4%

減収の 19,987百万円となりました。 

 

 

以 上 
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【貸借対照表】

（単位：百万円）

前会計年度 当第２四半期会計期間

（2016年３月31日） （2016年９月30日）

資産の部

流動資産

331 809

109,175 96,855

34,478 57,840

12,506 13,630

△ 294 △ 282

流動資産合計 156,197 168,851

固定資産

有形固定資産 635 606

無形固定資産 1,238 999

投資その他の資産

投資有価証券 3,549 3,558

その他 3,920 3,834

貸倒引当金 △ 1,160 △ 1,092

投資その他の資産合計 6,309 6,299

固定資産合計 8,182 7,904

資産合計 164,379 176,755

現金及び預金

受取手形及び売掛金

商品

その他

貸倒引当金
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（単位：百万円）

前会計年度 当第２四半期会計期間

（2016年３月31日） （2016年９月30日）

負債の部

流動負債

81,426 80,214

8,887 19,812

818 1,088

652 638

11,901 11,592

103,683 113,344

2,105 2,074

退職給付引当金 89 99

その他の引当金 91 76

その他 1,443 990

固定負債合計 3,728 3,239

負債合計 107,411 116,582

純資産の部

株主資本

資本金 2,040 2,040

資本剰余金 863 863

利益剰余金 53,722 57,006

56,626 59,909

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 360 350

繰延ヘッジ損益 △ 18 △ 86

評価・換算差額等合計 342 264

純資産合計 56,968 60,173

負債純資産合計 164,379 176,755

固定負債

長期借入金

株主資本合計

支払手形及び買掛金

短期借入金

未払法人税等

引当金

その他

流動負債合計
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【損益計算書】

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間

(自　2015年４月１日 (自　2016年４月１日

   至　2015年９月30日）    至　2016年９月30日）

278,931 257,791

266,293 246,209

12,638 11,582

7,138 6,984

5,500 4,598

営業外収益

受取利息 18 17

受取配当金 1,164 976

為替差益 － 108

雑収入 17 12

営業外収益合計 1,200 1,113

営業外費用

支払利息 68 37

為替差損 24 －

手形売却損 12 4

雑損失 △ 8 △ 0

営業外費用合計 95 40

6,605 5,670

特別利益

その他特別利益 9 －

特別利益合計 9 －

投資等評価損 0 －

その他特別損失 4 1

特別損失合計 4 1

6,610 5,670

1,562 968

5,048 4,701

特別損失

税金等調整前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

当期純利益

経常利益

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益
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【商品別売上高比率】

部門

金額 構成比 金額 構成比 金額 比率

（百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％）

衣料素材部門 32,643 12.7% 33,597 12.0% ▲ 954 ▲2.8%

繊維資材・物資部門 20,594 8.0% 25,863 9.3% ▲ 5,269 ▲20.4%

アパレル部門 53,165 20.6% 55,007 19.7% ▲ 1,842 ▲3.3%

樹脂・ケミカル部門 62,016 24.1% 73,388 26.3% ▲ 11,372 ▲15.5%

フィルム部門 21,709 8.4% 23,070 8.3% ▲ 1,361 ▲5.9%

複合材料・機材部門 46,162 17.9% 45,445 16.3% 717 1.6%

電子情報材料・水処理・環境部門 19,987 7.8% 20,906 7.5% ▲ 919 ▲4.4%

合計（その他事業を含む） 257,791 100.0% 278,931 100.0% ▲ 21,140 ▲7.6%

【形態別売上高比率】

形態

金額 構成比 金額 構成比 金額 比率

（百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％）

輸出 95,387 37.0% 97,280 34.9% ▲ 1,893 ▲1.9%

三国間 34,299 13.3% 42,843 15.4% ▲ 8,544 ▲19.9%

輸入 71,871 27.9% 76,842 27.5% ▲ 4,971 ▲6.5%

国内 56,234 21.8% 61,966 22.2% ▲ 5,731 ▲9.2%

合計 257,791 100.0% 278,931 100.0% ▲ 21,140 ▲7.6%

2017年3月期第2四半期累計 2016年3月期第2四半期累計 対前期増減

(2016.4.1-2016.9.30) (2015.4.1-2015.9.30)

対前期増減2017年3月期第2四半期累計

(2016.4.1-2016.9.30)

2016年3月期第2四半期累計

(2015.4.1-2015.9.30)
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